
国語 思考力、判断力、表現力等を育成し、
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子どもが主体的に学習に取り組むための単元計画の作成
態度

POINT 1

　学習を進めていく上で「子どもたちが自分の
能力を理解し、それをどのように伸ばしていく
かを自己調整できるようにする」ことを大切に
している。子ども一人一人の特性や進度に応じ
た学習環境を整えることで、思考力、判断力、
表現力等の育成の充実を図り、主体的・対話的
で深い学びを実現することができるのではない
だろうか。
　そのために日頃実践していることを紹介する。

１　学習活動一覧の提示
　国語科での単元の学習活動を一覧にしたもの
を配布している。「辞典で調べる」のような基
本的なものから、「視点を変えて読んでみる」
など、物語や説明文の学習で行ってきた学習活
動とその手立てなどが書かれており、子どもは
後述する単元計画の作成の際に活用している。

２　単元計画の作成
　子ども自身が、学習活動を含めた単元計画を
以下の方法で作成するようにしている。

　教師は作成された単元計画を見て、課題や学
習活動に無理がないか、目標を達成できるかな
ど、適宜カウンセリングを行い、子ども一人一
人の進捗状況を把握する。そうすることで、子
どもたちが活動計画に沿って主体的に行動する
中でも、身に付けさせたい資質・能力にどのよ
うに向かっているかを見取ることができるだろ
う。また、設定した目標に対して取組が不十分
である子どもに気付き、必要な支援を講じなが
ら活動を進めていくこともできると考える。
　このように、子どもが主体的に単元計画を作
成し、教師とともに学びを振り返りながら学習
を進めていくことで、自分の苦手を理解し、自
分自身で学びを調整しながら、学習に前向きに
取り組む子どもを育むことができるだろう。

【子どもが作成した単元計画（計画の変更時は赤字で記載）】

【学習活動一覧表例】

・１時間の課題を教師側で設定し、課題を
解決するために必要だと思う学習活動を
グループもしくは個人で考える。

・考えた学習活動を列挙し、取り組む順番
をグループもしくは個人で考える。

No. 学習活動 具体的な内容
1 辞書で調べる。
2 ５ｗ１ｈで考える。
3 当時の社会を調査する。

～ 問いを立てる。
42 題名から考える。
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子どもの主体性を促進する授業
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子どもが主体的に取り組む言語活動の在り方
思・判・表
POINT 2

　子どもたちの中には、書くことや読むことに
苦手意識がある子もいるだろう。文章を読むこ
とへの抵抗感や表現することへの苦手意識を少
しでも和らげるために、私が実践している評価
基準の提示方法や言語活動の設定について紹介
する。

１　評価基準の提示（ルーブリック）
　子どもが言語活動に取り組み、課題作品を作
成していく中で、自ら深めたり調整したりする
ために評価基準を提示している。課題作品のど
の部分を評価するのかを具体的に提示すること
で、課題作品をどのように作成するのかを子ど
も自身が考え、必要な情報収集を行い、主体的
に学びに向かうことが考えられる。

２　柔軟な言語活動の設定
　教師が言語活動を制限して設定するのではな
く、子どもが主体的に選択できるよう設定する。
例えば、文学的な教材を取り扱う際には、「後
日談の作成やリライトを行う」のではなく、「二

次創作」を課題とすることで、子どもは後日談、
リライト、前日譚、現代版など様々な形式の中
から取り組みたいと思える形式を選択し、主体
性をもって言語活動に取り組むことができるだ
ろう。言語活動やそれに対する評価の見取りに
ついては、「あとがき」を作成させるなどして
見取ることもできると考える。
　表現する媒体についても、子ども自身が最も
取り組みやすいものを活用して、一人一人の目
的に合わせて学習用端末や作文用紙、画用紙、
模造紙などを選択できるようにしている。
　また、提案や広告などの言語活動も同様で、
子ども自身が最も目的に合うと考える方法や媒
体を選択できるよう、目標や評価基準を設定し
ている。
　例えば、実際に子どもが企画したイベントの

「広告」を作成する授業では、ポスターを作製し
た子ども、Instagram などのＳＮＳを活用する
方法を提案した子ども、ラジオなどのメディア
を活用する方法を提案した子どもなど、目的に
合わせて多様な媒体を活用する姿が見られた。
　このように、自分で活動や媒体などを主体的
に選択できる授業を積み重ねていくことで、書
いて表現することが苦手な子どもも、自分が得
意な媒体やこれまでの様々な教科での学びを生
かして取り組む様子が見られた。また、教科書
の文章を読むことに抵抗感がある子どもも、自
身が表現したいことの根拠を探す過程で、論文
や世論調査などの様々な文章を積極的に読む姿
が見られた。

【物語の二次創作を言語活動に設定した際のルーブリックの例】

Ⅳ　中学校２学年の調査結果と指導の改善に向けて
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